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このたびは noblechairs 製品をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。
組み立て前に本説明書をよくお読みになり、正しく組み立ててください。
また、組み立て後も本説明書は大切に保管してください。
※本紙に記載された内容は製品やその他の理由によって変更される場合がございます。記載事項は正確を期すべく細心のチェッ
クを行っていますが、内容の正確性については保証致しかねます。当社は予告なしに内容を変更する権利を有します。

販売元 〒110－0006
東京都台東区秋葉原5-9 明治安田生命秋葉原ビル
URL : https://archisite.co.jp

製品情報や最新の説明書は
当社ウェブサイトをご確認ください。

ICON



TEL：03-6859-0284
受付時間：10:00～12:00,13:00～17:00

（土日・祝祭日、その他弊社が定める休業日を除く）

よくある質問を見る
お問い合わせ前に、次ページおよびウェブサイト
の「よくある質問」をご確認お願いします。

ウェブサイトから問い合わせする
ウェブサイトにてお問い合わせが可能です。
初期不良や不具合の際は、写真や動画の送付を
メールでお願いしております。

・以下のような場合、当社またはご購入店舗にご連絡ください。

初期不良
足りない部品がある、破損している部品がある、正しく機能しない箇
所がある

機能説明
組み立てに分からない部分がある、使い方が分からない

部品の修理、交換（有償の場合があります）
通常使用中に破損した、異音がする

・noblecahirs 製品は、部品単位での交換が可能な構造になっていま
す。チェアをすべて返却する必要はありません。

・一部部品に関しては、オンラインショップで販売しております。当
社ウェブサイトをご確認ください。

お問い合わせ

よくある質問

お問い合わせ

noblechairs 国内販売総代理店 / カスタマーサポート窓口

安全上のご注意
免責事項あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止

するため、必ずお守りいただく事を記載しております。

お客様または第三者が、
この製品の誤使用や使用
中に生じた故障、その他
製品の不具合によって受
けられた損害については、
法令上の賠償責任が認め
られる場合を除き、当社
は一切その責任を負いま
せんので、予めご了承く
ださい

死亡または重傷を負う恐れが
大きい内容です

死亡または重傷を負う恐れが
ある内容です

継承を負う事や物的損害が
発生する恐れがある内容です

気をつけていただきたい
「注意喚起」の内容です

してはいけない
「禁止」の内容です

必ず実行していただく
「強制」の内容です

製品に関するご注意
・組み立てる前に、必ず各部品に不足・不具合がないかご確認ください。

・ガスシリンダーは、一度チェアをくみ上げると、取り外しが困難に
なることがあります。組み立て時、解体時はご注意ください。

・製品の特性上、素材の色味には誤差が生じる可能性があります。予
めご了承ください。

・背もたれ／座面／各パーツの裏側や、組み立てした時に表から見え
ない部分などにおける、塗装の剥がれ・微細な傷については、現在
の生産上避けることができないため交換の対象外となります。

・アームレストの高さや硬さには、左右で成形上の誤差があります。

・商品のデザイン、仕様は、改良のため予告なく変更する場合があり
ます。

組み立て時のご注意
・組み立ては必ず記載している手順通りに行ってください。誤った方
法で組み立てますと、けが・破損のおそれがあります。

・組み立ては広く平らな場所で行ってください。

・床や壁、商品を傷つけないように、商品の下にダンボールや緩衝材
を引いてください。

・組み立てはなるべく 2 人以上で行ってください。また、ケガを防
ぐため手袋等を着用してください。

・ネジは無理な力でねじ込まないようにご注意ください。ネジ穴がつ
ぶれネジが入らなくなります。これによるネジ及びイス本体（座面・
背もたれ含む）の交換は保証の対象外になります。

・付属のネジやワッシャー等は小さいので、無くさないようご注意く
ださい。

ガスシリンダーは、絶対に分解や注油をしないでください。
高圧ガスが封入されていますので、吹き出しによりケガをする
おそれがあります。

ガスシリンダーを絶対に火気の中へ投入しないでください。
破裂によりけがをするおそれがあります。

梱包に使用しているビニール袋には窒息の危険があります。
頭にかぶって遊んだりしないでください。

必ず一人でお座りください。

床に傾斜や段差のある、不安定な場所では使用しないでください。
イスのすべてのキャスターが床面に着いた状態で使用してください。

足が床に届かない状態で座らないでください。
( 特にお子様に注意してください。）

張り地やクッションが破れたままで使用しないでください。
内部構造物により、ケガをしたり衣服を損傷する原因になります。
前後逆方向に座ったり、座面以外に座ったりしないでください。

座面の端に腰かけないでください。

製品を裏返した状態で高さ調節レバーを触らないでください。
脚が急に伸びて、ケガをするおそれがあります。

クッションフロアの上で使用しないでください。
床を傷つけることがあります。

レバーや可動部のすきまに手や指を入れないでください。
ケガをするおそれがあります。

ボルトやネジがゆるんだままで使用しないでください。
早めに締め直してください。

溶接外れやキャップ類の欠落などの異常を発見したときは、
直ちに使用を中止し、当社にご相談ください。

この製品を他の人が使用するときは、この取扱説明書を
よく読んでから使用するようにご指導ください。

製品の上に立ち上がったり、踏台代わりに使わないでください。

運動具や乗物、運搬台代わりに使ったり、ゲームなどの遊びに
使用しないでください。（特にお子様に注意してください。）

お子様だけで使わせないでください。
ケガをするおそれがあります。

乱暴な取り扱いや、座る以外の用途で使用しないでください。

ストーブなど火気に近づけて使用しないでください。
やけどや火災の原因になります。

製品の分解や改造はしないでください。
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組み立て方法を動画で見る
Youtube で組み立ての解説動画をご覧いただけます。
また、写真と文章で解説したページも活用ください。

組み立て動画（Youtube） 組み立て方法（ウェブサイト）

組み立てのポイント

リクライニングレバーは勢いよく可動し危険です。
レバーを触る際は、手や指を離し、周囲に気を付けてください。

・ネジを固定する際は、最初からきつく締めないでください。他のネ
ジ穴の位置が合わず、組み立てできません。

・すべてのネジを仮締めして、部品が組み合わさったことを確認して
から、しっかり締めてください。

・ねじは確実に締め、正しく組み立ててください。組み立てが不完全
ですと転倒事故や破損の原因となり、危険です。

危険

使用上のご注意
・この製品は屋内用です。屋外や水のかかる場所等で使用しないでく
ださい。

・直射日光やストーブなどの熱が直接あたる場所や、湿気・乾燥の著
しい場所での使用は避けてください。変色、変形、破損などの原因
になります。

・製品および梱包材を廃棄する際は、お住いの自治体の取り決めに
従ってください。

・購入当初は、レザーや部品に化学的なニオイがする場合があります。
しばらくの間、換気や通風を十分に行ってご使用ください。

・摩擦や汗・水濡れによって色落ち・色移りする恐れがあります。

・耐荷重を超える荷重をかけないでください。製品が破損し、怪我をする
恐れがあります。各製品の耐荷重は、当社ウェブサイトで確認できます。

・フローリングや畳の上でご使用になる場合は、マットやカーペット
等を敷いてください。床に傷がつくことがあります。

メンテナンス
・日常のお手入れは清潔で乾いた柔らかい布で、から拭きしてください。

・水分が付着した場合は、すぐに拭き取ってください。

・飲み物をこぼしたままにしたり、濡れ雑巾などをそのまま放置しな
いでください。

・汚れた場合は、柔らかい布を水またはぬるま湯に浸し、硬く絞って
水拭きし、さらにから拭きして乾燥させてください。

・クレンザー、シンナー、アルコール、ワックスや化学ぞうきんなど
は使用しないでください。変色・変質の原因になります。

・ネジは定期的に点検し、ゆるんでいる時は締め直してください。

故障かな？と思ったら 下記以外にも、よくある質問と回答を
ウェブサイトに公開しております。

不具合内容

座面の高さを
調節できない

座面レバー用カバーは、
正しくささっていますか？ P5 - ①

P7 - ⑤

P12 - 下

P12 - 上

座面レバー用カバー（H）は、穴の形を確かめ
ながら入れて下さい。硬くて入らない、または
奥まで入らずに緩くなっている場合は、イス
を床に寝かせ、上から体重をかけるように押
し込んで下さい。

座面ブラケット（D）にガスシリンダー（E)を
さした後、体重をかけて上から押し込んで
ください。

固定を解除する際はロッキングレバーを上げ、
背もたれを後ろに押し込むと、「カチっ」と音
が鳴り座面の角度が平行に戻ります。

リラクイニングレバーを引き、背もたれを
一番後ろに倒した状態で、再度ロッキング
をお試しください。

丸いロッキング調節ノブをプラス（＋） 方向に
10 回以上回してください。
※製品の構造上、完全に固定されるわけではなく若干の遊びがあり
ます。

ガスシリンダーは、
正しくささっていますか？

ロッキングが緩くなって
いませんか？

背もたれが垂直のままに
なっていませんか？

ロッキングが固定されて
いませんか？

座面が
グラつく

ロッキングが
できない

確認事項 対応方法 参照ページ
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部品 箱から中身を全て取り出し、部品がすべて揃っているか確認してください。

アームレスト付き
座面B

×1 ×1 ×1 ×1

A 背もたれ 脚部ベースC 座面ブラケットD

×1 ×1 ×5 ×2

シリンダーカバー
（大・中・小のセット）FガスシリンダーE キャスターG 座面レバー用

カバーH

30mm

×2（左右 各 1） ×1 ×1 ×4

ネックピローJ背もたれ用
サイドカバー（左右）I ランバーサポート

（ラバーバンド付き）K M8（30mm）六角ネジ
（背もたれに付いています）L

20mm 16mm

×5（予備 ×１含む） ×3（予備 ×１含む） ×1

M5（16mm）

プラスネジNM8（20mm）

六角ネジM 六角レンチ＋
プラスドライバーO



組立

×4M

前

B

カバーの穴には向きがあります。硬くて入りに
くい場合があるので、強く押し込んでください。
それでも入らない場合は、座面を立てて横向き
にし、銀色の軸に上から押すように入れてくだ
さい。

1

23

4

ネジは対角線の順番で取り付け、手でゆるく仮
締めしてください。

前後に注意してください。反対に取り付けると、
転倒の危険があります。

前
D

危険

×4M

８割くらいに仮締めしたネジを、六角レンチで
締めてください。スプリングワッシャーの隙間
がなくなるまで、しっかりと締めてください。

P5

×2H
ココまで
入れる

O
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脱落防止のため、シルバーの軸が完全に隠れ
るまで押し込んでください。両手でひとつず
つ確実に入れてください。

※キズ防止のため、床に梱包材を敷いてください。

ガスシリンダーの潤滑油で、手や服を
汚さないように注意してください。

F

E

×5G

C
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必ず 2 人以上で行ってください。
穴の場所が分かりにくい場合は、座面
を床に置き、横から入れてください。

隙間に指を入れない

（２）（１）

手を触れないで

O

背もたれを取り付けるため、リクライ
ニングレバーのフレームを垂直に立て
ます。

（１）レバーを固定しているネジを外
します。

（２）レバーを上に引くと、フレーム
が垂直に立ち上がります。

※（１）で外したネジは、これ以降使用しません。

レバー

フレーム

レバーを引くと、勢いよくフレームが
垂直に立ち上がります。フレームに手
を添えたり、指を近づけないでくださ
い。

危険
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×4L

A

O

背もたれに最初から付いているネジを外します。

背もたれを仮置きし、穴を合わせてください。
座って左側のフレームは、固定されておりま
せん。

フレーム

A
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×4L
必ずリクライニングレバー側からネジを
取り付けてください。7 番で外したネジ
を使用します。

左右 4 つのネジを一度手でゆるく仮止め
した後、六角レンチでしっかり締めてく
ださい。

O

×2

( 左右 )

×2I

N

O

カバーは左右に注意してください。

L＝座って左側
R＝座って右側

ネジが取り付けにくい場合は、イス自体
を床に寝かせて、ネジを上から押すよう
に入れてください。
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J

背もたれに上から挿してください。

ネックピロー

背もたれ

ランバーサポート

アームレスト

ロッキングレバー

キャスター

リクライニングレバー

座面

高さ調節レバー

ロッキング調節ノブ

ネックピロー
座面に置くか、腰に挟んで使用してください。

※付属のラバーバンドは使用しません。

ランバーサポート

K

完成イメージ

脚部ベース
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使用方法
アームレストの調節

座面の高さ調節 リクライニングの角度調節

座面の高さを上げたい時は、腰を浮かせた状態
で座面右側のレバーを上に引いてください。
レバー自体は完全に固定されず、緩くなってい
ます。

（右側）

リクライニングレバーを引いて、少しずつ体
重をかけ、お好みの角度に調節します。
背中を浮かせた状態でレバーを引くと、スムー
ズに調節できます。

高さ 前後 左右 斜め

アームレストは 4 方向に調節が可能です。

アームレスト自体を左右に位置調節できます。
座面裏側のネジを緩めて、お好みの位置に合
わせてください。

アームレストが不要な場合は、ネジを抜いて
取り外すことができます。
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イスを正面から見た場合 イスを正面から見た場合

（左側）（左側）

ロッキングの調節

ロッキングを感じられない場合は、リラクイニ
ングレバーを引き、背もたれを一番後ろに倒し
た状態で再度お試しください。

ロッキングレバーを上げる ロッキングレバーを下げる

ロッキングとは、座面と背もたれ全体がゆりかごのようにゆらゆらと
上下に動く機能をさします。

座面・背もたれが動く

座面はお好みの角度に固定できます。固定を解
除する際はロッキングレバーを上げ、背もたれ
を後ろに押し込むと、「カチっ」と音が鳴り座面
の角度が平行に戻ります。

※製品の構造上、完全に固定されるわけではなく、若干の遊びがあります。

ロッキングが硬い → マイナス（ー）に回す
体重が軽い方は、ロッキングが硬いと座面の動
きを感じにくい場合があります。ロッキング調
節ノブを緩くしてください。

ロッキングが緩い → プラス（＋）に回す
体重が重い方は、ロッキングが緩いとグラつき
を感じる場合があります。ロッキング調節ノブ
を硬くしてください。

座面・背もたれが固定する

※違いを感じるためには、どちらの場合もロッキング調節ノブは 10 回以上回してください。

ロッキング硬さの調節


